
2013 年 7月集会の基調報告 

 

日本共産党創立の歴史的意義と、歴史科学が示す不滅の法則と伝統に確信と信

念を堅持しよう！ 

 

日本共産党（行動派）中央委員会 

書記長  森  久 

 

 全党の同志の皆さん！ 

本日は日本共産党の偉大な創立記念日であります。七月集会に当たり、全党の同志たちの日頃のご健闘に

心からの敬意と感謝を申し上げます。 

 今年の七月集会は偉大な歴史時代の中で開催されています。現代とはいかなる歴史時代かを、マルクス

主義的歴史科学の立場からはっきりと確認しよう。そして日本共産党創立の歴史的意義と、わが行動派党

の歴史と伝統に限りない誇りと信頼を堅持し、科学的な展望をしっかりと認識しよう。ここにわが行動派

党の党派性があり、コミュニティーから社会主義へ、そしてマルクス主義復興運動を勝利させる力の源泉

があります。 

 さて現代の歴史時代とは何か。 

 二〇一三年七月参議院選挙が終わりました。予想通り自民党の圧倒的勝利、野党の惨敗であります。こ

れは直前に行われた東京都議会選挙の結果と同じであります。 

 何が自民党を勝たせたのか。それは自民党への信頼でも、安倍政権への信頼でもなく、アベノミクスに

みな惑わされた結果であります。安倍政権が打ち出す「三本の矢」「日本を取り戻す」「経済再生」などの

華々しい威勢のいい言葉に惑わされたのであります。投票による選挙とは本来こういうものであります。 

 その一番いい例はヒトラーであります。 

 第一次世界大戦でドイツが敗けた後の、ワイマール時代、ドイツ国民を窮乏のどん底に落とし入れたも

のはベルサイユ条約でした。敗戦国ドイツは戦勝国に何ら抵抗できず、絶望していました。その時ヒトラ

ーが、「ベルサイユ条約を無視せよ」「民族自決権を奪い返せ」「賠償を拒否せよ」をスローガンに民族主

義をあおり立てました。ドイツ国民はナチスとヒトラーに歓呼の声を上げ、一九三三年のドイツ総選挙に

おいて、九六％という高い投票率、九二・二％という最高の得票率をナチスとヒトラーに与え、ドイツの

運命をヒトラーに託したのであります。その後のヒトラーの運命をみればわかる通り、大衆というものは

選挙に惑わされるのであります。 

 最近、経済学者の浜矩子教授が『「アベノミクス」の真相』という本を出版し、その中で浜教授はマル

クスの「共産党宣言」の始まりの言葉をもじって次のように書いています。 

『今、「アベノミクス」という名の妖怪が日本の巷を徘徊している。えらく鼻息の荒い妖怪である。その

鼻息が吹き出されるたびに、一緒に濃厚な毒ガスがあふれ出てくる。「根拠なき熱狂」の毒ガスである』

と。選挙とはこの「毒ガス」に惑わされるのであります。ここに選挙の無政府主義、愚民主義、衆愚主義

というブルジョア政治の根幹があります。 

 よく認識しなければならないことは、アベノミクスは必ず失敗する、ということであります。われわれ

は、五月号の機関紙「人民戦線の旗のもとに！」で、アベノミクスの本質については理論的にも、実践的

にも詳しく論じていますので、改めてよく読んで、学習していただきたい。そうすれば、アベノミクスは、

資本主義世界が行き詰まって崩壊する歴史過程におけるアガキなのだ、ということがよくわかります。 



 さらに強調しておきたいことは、アベノミクスは日本独特のものではない、ということであります。世

界をみればわかる通り、資本主義世界はどこも完全に行き詰まっています。アメリカは軍事予算の増大で

国家財政が破綻し、世界にもう手出しができなくなりました。内政でも失業者の増大、貧富の格差拡大、

貧困層の増大など、かつての威信は地に落ちてしまいました。ＥＵの財政危機は今や救いようがない。中

国も最近の情報は大破綻の予見報道ばかりであります。どちらを向いても世界中が危機に揺れています。

これは決して一国の問題ではなく、資本主義制度そのものの破綻であり、その断末魔の叫び、危機から脱

出せんとアガイている、惨めな姿であります。アベノミクスもその中の一つであります。われわれが予見

した通りアベノミクスは必ず破綻するというのは、科学的歴史観からして当然のことであります。 

 アメリカの一極支配は終わり、世界は無極状態となり、混とんと混迷、そして戦国動乱期へ、現代の歴

史時代は正にそれであります。日本に代表されているとおり、どの国にも中心になる政党もなく、目先の

利害で呉越同舟、合従連衡、を繰り返しています。本格的な政界再編成の始まりであり、最近の出来事は

みなその合図であります。 

 歴史は歴史科学の法則どおり人民大衆の世界、人民の、人民による、人民のための世界を求めています。

人類は原始時代―奴隷制時代―封建制時代―資本主義時代へ、そして現代独占資本と帝国主義の時代に上

り詰めました。資本主義が頂点に上り詰めた現代、らん熟し、腐敗し、堕落してしまった現在、その権力

はもはや統治能力を失ってしまったのであります。幾多の経験を経ながら、歴史はコミュニティー・共同

体を求め、社会主義を求めて前進します。そしてこれを実現しうる本当の前衛党を求めて激動します。 

 すべては科学法則であります。このことについて語ったマルクスの予見は全く正しかった。改めてここ

で紹介しておきたいと思います。 

 

マルクスの『ルイ・ボナパルトのブリュメール十八日』（一八五一―五二年）の中で、プロ

レタリア革命（人民革命）の運命について語った有名な一文！ 

 

 『一八世紀の諸革命のようなブルジョア革命は、成功から成功へとあわただしく突進し、劇的効果をた

がいにきそいあい、人も物もけんらんたる光彩に包まれて見え、有頂天が日々の精神である。しかし、そ

れは短命で、すぐに絶頂に達してしまう。こうして、社会は長い二日酔いにとりつかれてしまい、そうし

てからはじめて、しらふで、疾風怒濤の時期の成果を消化することができる。ところが、一九世紀の諸革

命のようなプロレタリア革命は、絶えず自分自身を批判し、進みながらもたえずたちどまり、すでになし

とげられたと思えたものにたちもどっては、もう一度新しくやりなおし、自分がはじめにやった試みの中

途半端な点、弱い点、けちくさい点を、情け容赦もなく、徹底的に嘲笑する。この革命が敵を投げたおし

ても、その敵は大地から新しい力を吸いとって、まえよりも巨大な姿となって起きあがり、革命にはむか

ってくる結果としかならないようにみえる。この革命は、自分の立てた目的が茫漠（ぼうばく）として巨

大なことに驚いて、たえずくりかえし尻込みするが、ついに、絶対にあともどりできない情勢がつくりだ

され、諸関係自身がこう叫ぶようになる。 

 ここがロドスだ、ここで跳べ！ 

 ここにバラがある、ここで踊れ！』 

 

 

 

 



（一）日本共産党創立の歴史的事実とその意義！ 

 

 帝国主義段階に達した二十世紀世界資本主義の最初の矛盾の大爆発は一九一四年の第一次世界大戦で

した。そしてその結果は、帝国主義戦線の弱い一環はロシアに現われ、ロシア十月社会主義革命となって、

世界で最初の社会主義国家・プロレタリア独裁の国家を生み出しました。人類はここにはじめてまったく

新しい社会主義制度、人類が体験した五番目の社会制度を創造したのであります。これがマルクス主義の

偉大な勝利であり、マルクス主義のロシアにおける実現でした。これを指導したのは、ロシア共産党（ボ

リシェビキ）であり、レーニンでした。レーニン主義は帝国主義とプロレタリア革命の時代のマルクス主

義となったのであります。 

 同時にそのことは、ロシア革命を勝利させたボリシェビキの党、革命的マルクス主義の党、レーニン主

義の党を至急に各国で結成させるべき必要性と歴史的任務が、各国のプロレタリアートの頭上に課せられ

ていったのです。そして、このような党の結成を援助し、指導すべき国際プロレタリアートの革命組織、

共産主義インタナショナル（第三インタナショナル＝コミンテルン）は、レーニンの指導によって一九一

九年三月、モスクワに創立されました。こうして世界各国の革命的労働者は続々モスクワに集まり、ロシ

ア革命とレーニンに学び、それぞれの国における革命党の創立に取り組んでいったのであります。 

 

日本共産党（行動派）歴史年表 

 

 ▼一九一九年三月二日―六日 

  コミンテルン結成大会開催 

 

 全世界の共産主義政党と組織の代表はこの日モスクワに集まり、共産主義インタナショナル（第三イン

タナショナル―コミンテルン）の創立大会を開いた。 

 これはロシアにおける十月社会主義革命を勝利させたレーニンの直接の指導のもとに、プロレタリア国

際主義の結晶、共産主義党の国際的統一体として創設されたものである。 

 

 ▼一九二二年一月二十一日―二月二日 

  『極東民族大会』開催さる 

 

 コミンテルンの組織活動の一つとして、さらには極東の各国に共産主義的プロレタリア前衛党の結成を

準備する目的で『極東の共産主義的・革命的組織の第一回大会』（極東民族大会）がモスクワで開催され

たのである。 

 この会議には日本からも徳田球一をはじめ各種の色あいの共産主義、社会主義団体と組織（革命的共産

主義者、社会民主主義者、無政府主義者、そして片山潜とアメリカ在住日本人共産主義者）から十六人が

出席した。 

 片山潜は日本共産主義者の代表として議長団に選ばれ、大会でも日本代表団長として一般報告を行った。 

 その後片山潜はひきつづきコミンテルンに常駐し、一九二二年十一月に開かれたコミンテルン第四回大

会ではその執行委員会幹部会委員に選出された。 

 

 



 ▼一九二二年七月十五日 

  日本共産党創立さる 

 

 『極東の共産主義的・革命的組織の第一回大会』の決議は徳田球一らによって日本にもたらされ、それ

にもとづいてはじめて日本共産党が創立されたのである。 

 この日、大会は東京渋谷・伊達町のある民家の二階で開かれ、党創立の確認と規約を承認、当面の活動

方針を決定し、堺利彦・山川均・荒畑勝三・高津正道・橋浦時雄・吉川守国、そして徳田球一の七人によ

る中央委員会が選出され、委員長には堺利彦が就任した。 

 

 ▼一九二四年三月 

  日本共産党に解党主義発生 

 

 日本共産党が創立され、本格的な活動を開始してまもなく、一九二三年六月五日、天皇制政府はまだ若

いこの党にいっせい弾圧を加え、主な幹部を全員逮捕し投獄した（第一次共産党弾圧）。 

 つづいて同年九月一日に発生した関東大震災にまぎれて、九月四日には南葛労働会の活動家で青年共産

主義者の川合義虎、平沢計七ら九人を亀戸署で軍隊による殺害をおこない（亀戸事件）、九月十六日には

憲兵大尉甘粕正彦が無政府主義者の大杉栄・伊藤野枝らを大手町憲兵隊に連行し殺害（甘粕事件）、また

この間に朝鮮人労働者を惨殺するなど、一連の暴圧を行った。 

 その結果、まずそのいちばん弱い〝環〟、すなわち党内小ブルジョアジーが権力への恐怖と思想上の動

揺をひきおこし、これが解党主義となって出現したのである。 

 山川均に代表されるこの思想は、日本にはまだ共産党の結成は早すぎるから、ひとまず党を解散して時

が来るのを待とう、というもので典型的な右翼日和見主義・敗北主義・自然成長主義であった。 

 山川均の解党論を積極的に支持したのは野坂参三であった。山川均、赤松克麿、猪俣津南雄、田所輝明

らが集まり、獄中にいた堺利彦の支持と承認のもとに、党幹部の名によって日本共産党の解党決議を発表

した。 

 これに対し、徳田球一･渡辺政之輔・市川正一を中心にした革命的な人びと、そして荒畑勝三らの良心

派は断固としてこのような解党決議に反対、ただちに党を革命的に再組織する闘いにとりくんだ。 

 だが解党決議に反対する側の内部にも二つの異なった思想的潮流が出現した。すなわち解党派の残りカ

スを身につけた党内小ブルジョア派としての〝提唱派〟（彼らは党活動の重点を宣伝と教育活動におき、

まず党員を大量に増やすことが先決である、と主張する）であり、一方にはプロレタリア革命派としての

〝行動派〟(彼らは提唱派の考えと思想に断固反対し、党はなによりもまず大衆闘争を土台とし、大衆を組

織し、具体的に、徹底的に現実の階級闘争にとり組むべきである。この階級闘争という烈火のなかでこそ

真の党が建設され、革命の条件も形成されていく、と主張する)であった。 

 〝行動派〟の中心には徳田球一・渡辺政之輔・市川正一らがすわった。 

 これがこの当時に発生した二つの潮流であり、この二つの潮流は以後ひきつづき党内に存続していく。 

 

 ▼一九二四年六月十七日―七月八日 

  コミンテルン第五回大会と日本共産党の再組織 

 

 この日、コミンテルン第五回大会がモスクワで開催され、これには日本共産党代表として片山潜、徳田



球一らが出席した。 

 大会は日本問題小委員会を開き、日本共産党の解党を認めず、ただちに党を再組織することを決議した。 

 

 ▼一九二五年一月 

  〝上海テーゼ〟にもとづいて徳田球一は党を再組織す 

 

 コミンテルン第五回大会の決議にもとづき、上海でコミンテルン代表と日本共産党代表の徳田球一・渡

辺政之輔らが会合、日本共産党を再組織するための政治方針、すなわち〝上海テーゼ〟を確立した。 

 徳田球一・渡辺政之輔らは〝上海テーゼ〟（一月テーゼともいう）をもって帰国、ただちに日本共産党

中央委員会を再組織し、全党の再組織にとりかかった。 

 このとき再組織された党の中央委員会書記長には徳田球一が就任、組織部長も兼務して、再組織された

党を一身に背負って立った。 

 こうして、このときから日本共産党の中央にはじめてプロレタリア革命派(当時の行動派）の指導権が樹

立され、以後、徳田球一が死亡するまで党は一貫してプロレタリア革命派によって指導されたのである。 

 

 ▼一九二七年七月十五日 

  『二七年綱領』の獲得 

 

 コミンテルンの日本委員会がこの日モスクワで開催された。 

 この委員会には日本共産党の代表として片山潜・徳田球一・渡辺政之輔ら、解党派と闘って党を再組織

した革命派の幹部が中心になって出席した。 

 コミンテルン日本委員会は全員一致して、新しい日本共産党と日本革命の綱領、すなわち『二七年綱領』

を採択した。 

 徳田、渡辺らはこの綱領をもって帰国。十二月二日拡大中央委員会を開催。渡辺政之輔が書記長に就任。

党の再組織と工場細胞の建設に向かって前進する。 

 

 ▼一九二八年三月十五日と一九二九年四月十六日 

『三・一五事件』と『四・一六事件』の大弾圧下る 

 

 日本共産党の歴史上、天皇制政府による日本の革命的プロレタリアートに対する最大の弾圧として

『三・一五』『四・一六』の二つの大弾圧が下された。この二つの大きな弾圧によって日本共産党の中央・

地方の幹部と活動家は根こそぎ逮捕された。とくに徳田球一、市川正一らを中心にしたプロレタリア革命

派とその中央は全員逮捕・投獄され、渡辺政之輔は国外から帰国途中の台湾で官憲に包囲、殺害された。 

 このため、以後の日本共産党はプロレタリア革命派とその中央の指導部なしで、それぞれの共産主義者

が独自に、あるいは小グループをつくって、分散した闘争をくりかえすといった困難な状態におちいって

しまった。 

 こうした当時の困難な事情と、分散した党活動が一種の無政府状態を生み出し、その結果党内には野坂

参三のような右翼日和見主義と裏切り者、田中清玄などのような「左」翼冒険主義者を引き入れてしまっ

た。これらの「左」右の日和見主義と裏切り者によっていくつかの事件がひきおこされ、党は重大な損害

をこうむった。 



 そして日本共産党の再々組織と正しい中央指導部の確立は、日本帝国主義の敗北と第二次世界大戦の終

了、その結果としての徳田球一らプロレタリア革命派とその指導者たちの解放と出獄を待たざるをえなか

った。 

 

 ▼一九三三年六月九日 

    佐野学、鍋山貞親の『転向声明』 

 

 天皇制政府によるうちつづく日本共産党への大弾圧、逮捕と投獄、そして獄内でのテロと死刑のおどか

し、これらの血の拷問に恐怖心をおこした党内小ブルジョア日和見主義の代表佐野学と鍋山貞親はこの日、

連名で『転向声明』を発表した。 

 『緊急せる内外情勢を前にしてコミンターンおよび日本共産党を自己批判する』、『共同被告同志に告ぐ

る書』と題するこの声明は、日本には共産主義は不適当であり、天皇を中心にした大アジア主義こそ日本

国民とアジア人の生きる道である、と書かれてあった。これは完全に敵への降伏であり、党と革命への裏

切りであった。 

 だが、党中央で重要な位置にあったこの二人の転向声明は、党内に存続していた〝提唱派〟と右翼日和

見主義分子に大きな衝撃をあたえた。そしてこれらの小ブルジョア分子は佐野と鍋山につづいてぞくぞく

と転向を声明し、ここに、世界の革命運動史上にもまれな、一大〝転向運動〟が発生したのである。 

 当時の司法省の発表によれば、その後一ヶ月のうちに、未決囚の三〇％、既決囚の三六％もの共産党員

が転向を上申した。そして三年後には治安維持法による被逮捕者のなかの七四％もの人が転向してしまっ

た。 

 この事件は日本共産党の歴史上忘れることのできない大きなキズあとであった。 

 そして徳田球一とプロレタリア革命派だけがただひとり、断固として転向を拒否し、階級的良心を守り、

民族と人民に忠誠を誓い、党と革命を信じ、マルクス・レーニン主義の原則を堅持して闘ったのである。 

 徳田球一の獄中十八年の非転向こそ、日本共産党プロレタリア革命派の輝かしい、そして偉大な、誇る

べき赤旗であり、プロレタリア革命派が断固として継承しなければならない伝統である。 

 

 ▼一九四五年十月十日 

  徳田球一らプロレタリア革命派幹部の出獄 

 

 この年の五月八日ドイツが無条件降伏。八月十五日には日本帝国主義も無条件降伏。第二次世界大戦は

終わった。 

 日・独・伊のファシズム国家に反対して連合したソ・中・米・英を中心にした連合国の〝反ファシズム

解放戦争〟は偉大な勝利をもって終わった。 

 こうした背景のもと、十月十日に徳田球一は他の同志らと共に、日本共産党プロレタリア革命派中ただ

一人の指導者として生き残って出獄した。 

 徳田球一はすでに獄中においてプロレタリア革命派の主な活動家と協議しつつ作成していた政治文書

『人民に訴う』を発表、休むひまもなく公然たる階級闘争と党の再組織にとりくんだ。 

 

 ▼一九四五年十二月一日―三日 

    日本共産党第四回大会開催 



 

 出獄したプロレタリア革命派の代表徳田球一の指導のもと、日本共産党第四回大会が、はじめて東京で

合法的に開かれた。 

 大会は徳田球一の政治報告を全面的に承認し、徳田球一を党首(書記長）に選び、革命的行動綱領を採択

した。 

 ここに日本共産党は、はじめて公然たる、大衆的な、合法的前衛党として再組織された。そして『三・

一五』『四・一六』の大弾圧で壊滅した党中央と党組織を完全に再組織した。 

 

 歴史は一貫して徳田球一とその日本共産党（行動派）こそが日本革命と日本共産党の偉大な赤旗であっ

たし、一貫して正しかったことを証明した。 

 そしてまた、徳田球一亡き後はそれをひきついだ大武礼一郎同志とその路線こそが常に正しかったこと

をいくたの歴史的事実によって証明した。 

 

 ◎歴史の流れをかえることはなにびとも不可能である！ 

 ◎マルクス・レーニン主義は不滅であり、不敗である！ 

 ◎日本共産党は不滅であり、不敗である！ 

 ◎日本共産党（行動派）の偉大な歴史万歳！ 

 

（二）徳田球一と日本共産党の革命的伝統を断乎として継承する正統マルクス主義の党、日本共産党（行

動派）！ 

 

 一九五五年七月二十九日、日本共産党はこの日に第六回全国協議会を開きました。スターリンはすでに

死亡、徳田球一も一九五三年十月北京にて死去、その後の党は野坂参三が中心になり、志賀義雄と宮本顕

治が協力して、ソ連共産党のフルシチョフ修正主義の支援のもと、徳田球一の否定と、日本における修正

主義の道を開く、そのための「六全協」でした。 

 日本共産党の第六回全国協議会（六全協）では、いったんは党外に追放され、いったんは徳田球一の前

に自己批判した宮本一派が、この機会に党復帰し、ついに党中央の実権を握るに至ったのですが、この「六

全協」はまったく日本共産党の全党の意志でやられたのではなかったのです。それはフルシチョフ修正主

義が出現したソ連共産党（スターリンなきソ連の党）と、徳田球一亡き後の野坂参三ら党内小ブルジョア

派が合作した代物でした。党内のプロレタリア革命派はこれに批判的であり、これを承認しなかったので

あります。 

 徳田球一とプロレタリア革命派の指導下に闘った多くのプロレタリア幹部は、党の革命的伝統を守るた

め、断固として『六全協』に反対しました。しかしそのほとんどは党の指導機関から排除され、弾圧され

ました。大武礼一郎同志もまた、当時党関西地方委員会の幹部として『六全協』に反対しましたが、あと

で指導機関から排除されてしまいました。そのため大武同志は生産点と職場に深くはいり、下から、大衆

闘争のなかから宮本―志賀ラインに対する闘争を開始したのであります。 

 一九五八年七月二十一日―八月一日、日本共産党第七回大会開催。この大会は宮本―志賀ラインの右翼

日和見主義の全党支配が完成するかどうかという、党にとって歴史上の分岐点ともなった大会でした。 

大武礼一郎同志は党内部における最後の闘いとして、指導機関の推薦を受けることなく大会代議員に立候

補し当選、第七回大会に出席しました。 



 大武同志は大会議長団に『五〇年問題』に関する文書を提出、宮本―志賀ラインの『国際派』こそ分派

であり、彼らは完全な右翼日和見主義であると非難、大会がこの問題を討論するよう求めました。 

 宮本―志賀ラインの議長団はこの文書を排除、そのまま五〇年問題委員会の名によって大武同志に送り

かえしてきました。 

 かくしてこの大会は完全に宮本路線が支配し、以後党指導機関は右翼日和見主義によってぬりつぶされ、

〝行動派〟の伝統、プロレタリア革命派の伝統をうけつぐ幹部は中央から、各指導機関から一掃されてい

ったのであります。 

 第七回大会の結果を検討した大武同志は、宮本路線は明確な修正主義であり、いまや完全に全党を支配

した。したがって彼らと闘争し、党を再建するという仕事は、長期にわたる日本革命と日本の階級闘争に

おける基本的任務になったのだという結論に達しました。 

 そのため大武同志は現実の人民闘争と階級闘争にとりくみつつ、このなかから新たなプロレタリア革命

派を結集し、真のプロレタリア革命派幹部を形成する以外にないと考え、その作業にとりかかったのであ

ります。 

 同時に大武同志は工場と生産点に偉大な根拠地をきずくべく、一九六一年の末、自ら工場のなかにはい

り、労働運動にとりくみつつ、中核と根拠地を設営しました。そしてこの長期かつ困難な闘争は宮本修正

主義からの連合した攻撃をはねかえし、一九六六年末には基本的に勝利し、根拠地は完成しました。 

 一九八〇年七月十五日、日本共産党の創立記念日であるこの日、東京で日本共産党（行動派）再建第七

回大会が開催されました。大会は大武礼一郎同志の呼びかけにこたえて、日本共産党のプロレタリア革命

派、共産主義者同盟（国際主義派）、階級的・行動派労働運動団体、青年同盟、婦人同盟、など革命団体

と革命組織の代表数十名が出席しました。大会は宮本修正主義と決別した真の革命的前衛党、行動派の党、

日本共産党（行動派）の再建を高らかに宣言しました。そして大会は『綱領』と『規約』を採択し、偉大

な文献『新・共産党宣言』が大武礼一郎同志の手によって内外に発表されました。徳田球一の党、プロレ

タリア革命派の党、行動派の党はここに再建されたのであります。 

 

（三）資本主義から社会主義へ、この歴史科学の法則がマルクス主義の復興を求める。その現状と未来！ 

 

 われわれが明らかにしている現代の歴史時代「資本主義の崩壊は新しい時代としての、コミュニティー

共同体から社会主義へは、歴史科学の法則が生み出す必然性であり、現代世界のあらゆる政治・社会現象

はそのための偶然性である」という認識は理論的にも、実践的にもその正しさが証明されています。その

ことを立証する出来事はつぎつぎに出現しています。 

 二〇一三年二月号の「文藝春秋」に立花隆氏が一文を発表し、「マルクスの予言がそのとおりになる可

能性がある」と断言しています。翌月（三月号）の同じ「文藝春秋」では読売新聞の最高幹部である渡辺

恒雄氏が「マルクス主義の復活？ バカいうな」との論文をわざわざ発表して立花氏に反論しています。

マスコミ、新聞界のドンと言われる渡辺恒雄氏までもがマルクス主義の批判を始めたこと、実はこの中に

こそ、〝マルクス主義は歴史の必然性である〟との科学法則の正しさを見事に証明しています。 

 マルクスは「共産党宣言」の冒頭、次のように言っています。「一つの妖怪がヨーロッパを徘徊してい

る。共産主義という妖怪が。ヨーロッパ各国はこの妖怪を退治しようと神聖な同盟を結んでいる」と。そ

れほどまでに共産主義がブルジョアどもに恐怖を与えている、とマルクスは書いています。渡辺氏が「…

バカいうな」と腹を立て怒るほどブルジョアどもは恐怖におののいているのであります。逆に言えば、歴

史はそれほどまでにマルクス主義を求めている証拠であります。 



 立花氏が「よみがえるマルクス」との表題で「世界はマルクスの予言通りなる」との根拠にしたものは、

アメリカの各情報機関を一つにした「情報会議」のレポートでした。二〇一二年十二月一〇日、その情報

機関は世界情勢についてのレポートを発表しましたが、その中で「アメリカが世界をリードする時代は終

わった。国家間の格差は広がり、紛争はますます増大し、グローバル化によって階級闘争は深まっていく。

これはマルクスが予測していたことだ」と、内外にそのレポートを公表したのであります。 

 立花氏はこの情報機関の分析に衝撃を受け、資本主義の本質は昔も今もマルクスが『資本論』で述べた

通りであり、「マルクスの予言通りになる」との〝可能性は大きい〟との見解を「文藝春秋」に発表、渡

辺氏はそれにご立腹、「バカいうな」と?み付いたのであります。 

 今やマルクス主義の復活については多くのところで語られています。アメリカでは「資本主義は必ず崩

壊するとのマルクスの指摘は正しい」と断言する学者も出現。日本でも中谷巌氏が「資本主義はなぜ自壊

したのか」という本を出版し、その中で「マルクスの『資本論』は正しい」と言い切っています。 

 福井県立大学の服部茂幸経済学部教授は最近「危機・不安定性・資本主義」という本の中で「ある意味

でマルクスの復活は当然である」と書いたが、経済学会の世界でもマルクスの説を読み直そう、と主張す

る学者も現れているのであります。 

 また、七月八日付の産経新聞は、東京大学准教授池内恵氏の一文が紹介されていますが、その中で氏は、

〈マルクスの有名な言葉を思い出した。「すべての世界史的事実と世界史的人物は二度現れる、ただし一

度目は悲劇として」（『ルイ・ボナパルトのブリュメール 18 日』）。革命状況で現れる直接民主主義は、代

議制・代表制の間接民主主義と矛盾する。〉と書いています。そのとおりで集会やデモは直接民主主義で

はない。真の直接民主主義は「評議会」以外にあり得ません。歴史は「評議会」へと大きくに前進しつつ

あります。 

 歴史に応えて、マルクスへ、マルクスへ、という声があっちこっちで出現しています。 

 ロシアでは、スターリンの死去六十周年を記念して、ロシア各方面でスターリンを称える運動が起こっ

ています。スターリンの胸像を建てる運動、そしてスターリングラードを復活させる運動があっちでもこ

っちでも起こっています（朝日新聞ら各紙）。 

 中国では、毛沢東生誕百二十年を記念して、中国共産党毛沢東派を結集する全国的規模の運動が最近大

きく報道されましたが、毛沢東に帰る運動が高まっています（六月七日付読売新聞）。 

 内外の、こうした動きは一見バラバラのように見えますが、思想的、政治的には、みなつながった一つ

のものであります。今日の資本主義の危機、それにかわるものは社会主義しかない。そのためにこそもう

一度マルクス主義を読み直そう、という歴史的必然性が思想的結集軸となっています。 

 マルクス主義の正しさを再認識しよう。社会主義の必然性を再確認しよう。そういう言論、そういう思

想の復興は、深く、静かに、確実に発生し、発展し、拡大しつつあります。ここに歴史科学の必然性があ

ります。しかしこの必然性はいくつかの偶然性を伴うし、またそのとき偶然性を必然性に転化させる決定

的な力こそ正統マルクス主義の理論と実践を堅持した前衛集団の存在であります。このことは歴史科学が

証明しています。 

 ▼一八七一年のパリ・コミューンの敗北は第一インタナショナル内に敗北主義を生み、内部の対立と分

裂により一八七六年に解散された。 

 ▼一八八九年七月十四日、国際労働運動の発展と高揚はマルクス主義の復興とインタナショナルの再建

を求め、この日パリで第二インタナショナルが結成された。エンゲルスは最高顧問へ。 

 ▼一九一二年一月十八日、プラハに十四人のロシア社会民主労働党の左派が集合、レーニンの主張のも

と、メンシェビキと決別し、正統マルクス主義のもとに、独立した「ロシア社会民主労働党（ボリシェビ



キ）」を結成した。この党のもとでロシア革命の勝利と第三インタナショナルの創立へと前進するのであ

る。 

 ▼一九一四年八月、第一次世界大戦の開始と共に内部に発生した対立と分裂によって第二インタナショ

ナルは解散に追い込まれた。 

 ▼一九一五年九月五日から八日まで、スイスの小さな町、チンメルワルドに第二インター内の左派は、

マルクス主義の擁護とインターの再建をめざして集まった。その中でレーニンはこの帝国主義戦争を内乱

に転化させ、革命をめざすという正統マルクス主義を主張した。集まった四十人の中でレーニンのもとに

結集したのは六人であった。この六人が核となり、ロシア革命の勝利と第三インタナショナルの結成へと

前進するのである。 

 ▼一九四五年十月十日、獄中十八年、非転向を貫いた徳田球一と七人の戦士たちが出獄、この旗のもと

に戦後日本共産党の再建と、怒濤のごとき戦後日本労働運動の高揚を闘い取ったのである。 

 以上のような歴史事実は何をわれわれに教えているのであろうか。それはつまり、第一は「思想が物質

的な力になる」というマルクス主義哲学原理の正しさである。量より質であり、真の中核は一貫して原理・

原則の旗を守り抜かねばならない、ということ。そうすれば必ず歴史が偶然性をその旗のもとに届けるの

だ。第二は真の中核、真の前衛は一貫して理論上（思想上）の原理・原則を堅持し、それにもとづいて正

しい実践を展開しなければならない。「革命的理論に導かれた革命的実践ぬきに勝利はあり得ない（レー

ニン）」なのである。第三は最後はすべてプロレタリア独裁が決定する。このプロレタリア独裁は革命的

前衛なしには存在しない。偉大なマルクス主義の党、偉大な共産主義の党を一貫して追求せよ。 

 以上であります。 

 

 結 語 

 

 われわれは何者か、をもう一度確認しよう。 

 わが党は一般的（基本的）には正統マルクス主義の党であり、特殊的に（日本において）は大武思想の

党である。それは国際マルクス主義運動の歴史、日本共産主義運動の歴史、そして現代の歴史時代がこの

ことを決定づけました。 

 国際的には、フルシチョフが出現して「スターリン批判」を展開したその瞬間から、われわれは一貫し

て、これはマルクス主義の哲学原理に違反しており、そしてこれは早くからレーニンが警告していたとお

り、まさにフルシチョフは修正主義的裏切り者であると断定、以後一貫してこれと闘ってきました。 

 国内的には、日本共産党に宮本修正主義が出現、党の創立者徳田球一を否定したその瞬間から、ここに

日本における修正主義があると断定、以後一貫してこれと闘ってきました。そして徳田球一が創建した「獄

中十八年・非転向」という日本共産党の不屈の革命精神と革命的伝統を守り抜きました。日本共産党（行

動派）歴史年表をみればわかるとおりです。 

 中国における文化大革命が日本共産主義運動に刺激をあたえ、日本国内に「文革左派」が発生したとき、

中国共産党のあるチームからわれわれに一定の要求（左派連合）があったとき、われわれはマルクス主義

の理論上の原則にもとづきこれを拒否しました。その後の歴史はわれわれが正しかったことを証明してい

ます。 

 そして今日、イラク戦争が発生したとき、この帝国主義戦争はアメリカ帝国主義を崩壊へ導くだろうと

予告した。こう主張したのはわれわれだけであったが、現代の歴史がその正しさを証明しています。 

 われわれは常に、一貫して、正統マルクス主義とその理論上（思想上）の原理、理念、原則を守り通し、



それを止揚しつづけました。マルクス主義の歴史と現代史がわれわれの正しさを立証しています。そして

これらの闘いと運動においては常に大武礼一郎議長を中心に全党が統一し、団結し、結束しました。ここ

にわれわれの誇り、われわれの確信と信念があります。そしてこのような歴史が、科学的証明として「わ

が党は正統マルクス主義の党であり、大武思想の党である」ことを決定づけたのであります。 

 

 ▼われわれは正統マルクス主義者である。われわれはその日本における唯一の党、大武思想と行動派党

である！ 

 ▼われわれは哲学・科学の統一された絶対的真理を堅持した、人民と歴史の進路を導く灯台、羅針盤、

道しるべである！ 

 ▼われわれは歴史の要求と、人民の要求と、運動と闘いの要求にもとづいて存在しているのであり、歴

史が必然性に到達するまで存在し、運動し、闘いつづける！ 

 ▼われわれの思想信条は、マルクスが愛したあの言葉「汝の道を行け、人には語るにまかせよ」である！ 

 ▼われわれは歴史の中から生まれ、歴史と共に存在し、歴史と共に永遠に不滅である！ 

 ▼日本共産党（行動派）の革命的伝統万歳！ 

 ▼正統マルクス主義・大武思想万歳！ 

 

（以上） 


